


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































*8：「鏟共大観」 （1928・4・10、『三閑集』）、 「太平歌訣」 （1928・4・10、『三閑集』）
等において国民性の問題が、第一動因ではないにしろ、旧社会に現存する問題と
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せん。」
知識人階層の一人として、魯迅は民衆に対する啓蒙活動を考えていたと思われ
る。
*12：1926年の三・一八惨案以後、魯迅は中国変革の当面する緊急の課題が、中
国人の国民性の改革にあるのではなく、現実に国民性の悪を体現する軍閥政府の
打倒、すなわち権力構造の変革にあると認識するようになった。また、軍閥政府
と結託する知識人に対する警戒を強めた。この経験は、1927年の四・一二クー 
デターの体験によっていっそう強められた可能性がある。
　現実の反動的権力とそれに結託する知識人に対する警戒について、マルクス主
義文芸理論を受容した後に、魯迅は「上海文芸之一瞥」（1931・7・20講演、『文
芸新聞』第20期、21期、1931・7・27、8・3、『二心集』）で、次のように言う。
 「惜しむらくは現在の作家は、革命的な作家や批評家でさえも、しばしば現実の
社会を正視し、その仔細を知り、とりわけ敵の仔細を認識することができない、
或いはそうする勇気ないのです。ついでに例を一つあげましょう、以前の『列寧
青年〔レーニン青年の意―中井注〕』に中国文学界を評論する文章があり、そ
れを三派に分けていました。第一に創造社で、無産階級文学派として最も長く論
じ、その次は語絲派で、小資産階級文学として短く述べてあります。第三は新月
派で、資産階級文学派として、さらに短く述べ、一頁にもなりません。これは次
のことを示します。この青年批評家は敵であると認識するものであればあるほ
ど、ますます言うべきこともなく、すなわち仔細に見ていないのです。（中略）も
しも戦う者であるならば、革命と敵を理解するうえでは、むしろ当面の敵をより
多く解剖しなければなりません。文学作品を書こうとするときも同じです。革命
の実際を知らなければならないだけではなく、深く敵の状況、現在の各方面の状
況を知り、それから革命の前途を判断しなければなりません。」
*13：前述のように、1928年以降マルクス主義を本格的に受容する中で、魯迅は
プレハーノフの国民性に関する見解を学んだと思われる。
　「魯迅提出改造“国民性”及其認識的発展」（胡炳光、『魯迅“国民性思想”討
論集』、鮑晶編、天津人民出版社、1982・8）は、「沙」（1933・8・15、『南腔北調
集』）における、前期とは異なる史的唯物論の考え方を指摘している。
　「習慣与改革」（『萌芽月刊』第1巻第3期、1930・3・1、『二心集』）で魯迅は、
「真の革命者」レーニンの言葉を引用して、改革をはばむ風俗・習慣の巨大な力
を指摘する。魯迅は、中国改革のために民衆の中に入って、風俗・習慣を研究す
る必要のあることを言う。風俗・習慣は、歴史的社会的に民衆の中に形成された
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という意味で、史的唯物論の理解であると思われる。
*14：魯迅は「『二心集』序言」（1932・4・30）で次のように言う。
 「ただもともとはこの熟知した階級を憎悪し、いささかもその滅亡を惜しまない
だけであった。のちにまた事実の教訓によって、ただ新興の無産者にだけ将来が
あると考えるようになったのは、確かである。」
本文の変革主体とは「新興の無産者」よりも広い範囲の労働者、農民、勤労市民
を含めて想定して、ここでは使用している。
*15：馮雪峰は、『回憶魯迅』（人民文学出版社、1952・8、底本は、『魯迅巻』第 
8編〈中国現代文学社編〉）で、1929年に魯迅が階級の存在について、1927年4月
12日の反共クーデターを振りかえりながら、次のように述べたことを伝える。
 「『階級闘争は、人が承認しなくても良い。事実の教訓は必ず理論の宣伝より有
力です。』
 『階級闘争は、確かに人を驚かせ寝食を不安にさせるでしょう。しかし誰がまず
階級闘争を実行するのか。口先で宣伝する人ではなく、口には言わず、世の中に
階級闘争があることを承認しない人です。革命者ではなくて、手に刀をもった反
革命者です。』」
